
全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

山
田
一
仁
札
幌
市
議
会
議
長
）
は

5
月
29
日
、
全
国
都
市
会
館
で
、

本
会
顧
問
で
あ
る
二
之
湯
智
・
参

議
院
議
員
出
席
の
下
、
第
2
1
1

回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
山
田
会
長
か
ら
挨
拶
し

た
（
要
旨
を
2
面
に
掲
載
）
。

役
員
補
欠
選
任
で
は
、
欠
員
と

な
っ
た
当
該
部
会
か
ら
推
薦
さ
れ

た
副
会
長
5
名
、
監
事
2
名
を
選

任
し
た
。
新
た
に
選
任
さ
れ
た
役

員
は
▽
副
会
長
（
定
員
6
名
中
5

名
）
�
天
沼
久
純
盛
岡
市
議
会
議

長
、
森
山
享
大
桐
生
市
議
会
議
長
、

加
藤
義
幸
岡
崎
市
議
会
議
長
、
下

村
佳
弘
鳥
取
市
議
会
議
長
、
髙
木

妙
高
知
市
議
会
議
長
▽
監
事
（
定

員
3
名
中
2
名
）
�
田
中
淳
小
千

谷
市
議
会
議
長
、
森
本
富
夫
篠
山

市
議
会
議
長
。

報
告
で
は
、
一
般
事
務
報
告
を

了
承
。
各
委
員
会
の
報
告
に
つ
い

て
は
、
翌
30
日
開
催
の
第
94
回
定

期
総
会
で
報
告
す
る
た
め
、
省
略

す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

協
議
で
は
、
第
94
回
定
期
総
会

の
運
営
、
会
長
提
出
議
案
―
に
つ

い
て
を
了
承
し
た
。

総
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
日

程
（
案
）
、
被
表
彰
者
数
及
び
代

表
受
領
予
定
者
（
案
）
、
提
出
議

案
及
び
審
議
順
序
（
案
）
、
部
会

等
推
薦
役
員
、
感
謝
状
贈
呈
数
及

び
代
表
受
領
予
定
者
（
案
）
を
示

し
て
説
明
し
、
説
明
の
通
り
運
営

す
る
こ
と
と
し
た
。

会
長
提
出
議
案
は
、
①
地
方
創

生
及
び
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に

関
す
る
決
議
（
案
）
②
地
方
税
財

源
の
充
実
確
保
に
関
す
る
決
議

（
案
）
③
地
方
議
会
議
員
の
な
り

手
の
確
保
に
関
す
る
決
議
（
案
）

④
防
災
・
減
災
対
策
の
充
実
強
化

に
関
す
る
決
議
（
案
）
⑤
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
関

す
る
決
議
（
案
）
―
の
5
件
。
①

は
、
▽
地
方
創
生
の
推
進
（
4
項

目
）▽
地
方
分
権
改
革
の
推
進（
2

項
目
）
―
に
つ
い
て
の
2
つ
の
柱

か
ら
な
る
。
②
は
、
▽
平
成
31
年

度
地
方
財
政
対
策
（
5
項
目
）
▽

平
成
31
年
度
税
制
改
正（
4
項
目
）

―
に
つ
い
て
の
2
つ
の
柱
か
ら
な

る
。
③
は
、
▽
多
様
な
人
材
の
議

会
参
画
を
促
す
環
境
整
備
（
4
項

目
）
▽
更
な
る
地
方
議
会
の
権
能

強
化
（
5
項
目
）
―
に
つ
い
て
の

2
つ
の
柱
か
ら
な
る
。
④
は
、
▽

地
震
・
津
波
・
火
山
噴
火
対
策
等

の
充
実
強
化
（
2
項
目
）
▽
台
風

・
集
中
豪
雨
・
豪
雪
対
策
等
の
充

実
強
化
（
2
項
目
）
▽
防
災
・
安

全
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備
事
業

へ
の
支
援
（
1
項
目
）
▽
災
害
復

旧
・
復
興
支
援
対
策
の
充
実
強
化

（
2
項
目
）
▽
原
子
力
発
電
所
の

安
全
・
防
災
対
策
の
充
実
強
化

（
1
項
目
）
▽
消
防
防
災
体
制
の

充
実
強
化
（
2
項
目
）
―
に
つ
い

て
の
6
つ
の
柱
か
ら
な
る
。
⑤
は
、

▽
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復

【
副
会
長
】
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
監
事
】
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
2
面
へ
続
く
】
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【
1
面
か
ら
続
く
】

旧
・
復
興
（
7
項
目
）
▽
原
子
力

発
電
所
事
故
災
害
へ
の
対
応
（
9

項
目
）
―
に
つ
い
て
の
2
つ
の
柱

か
ら
な
る
。
各
決
議
は
、
定
期
総

会
で
決
定
し
た
後
、
全
文
を
掲
載

す
る
（
次
号
を
予
定
）
。

そ
の
他
で
は
、
①
合
区
の
早
期

解
消
促
進
大
会
②
厚
生
年
金
へ
の

地
方
議
会
議
員
の
加
入
③
「
町
村

議
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

会
」
報
告
書
④
地
方
議
会
議
員
の

な
り
手
不
足
問
題
と
今
後
の
地
方

議
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
⑤

全
国
市
議
会
旬
報
の
発
行
⑥
日
本

消
防
会
館
の
建
替
え
⑦
平
成
31
年

度
第
14
回
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ

高
知
の
開
催
―
に
つ
い
て
（
④
の

み（
案
））
、
事
務
局
か
ら
報
告
が

あ
り
了
承
さ
れ
た
。

※
山
田
会
長
挨
拶
要
旨

30
年
度
地
方
財
政
対
策
で
は
、

地
方
一
般
財
源
総
額
は
29
年
度
を

上
回
る
額
が
確
保
さ
れ
た
。
ま
た
、

地
方
創
生
の
推
進
で
は
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
、
地

方
創
生
推
進
交
付
金
に
29
年
度
と

同
額
が
確
保
さ
れ
た
。

現
在
、
政
府
で
は
、
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」
の

策
定
に
向
け
、
新
た
な
財
政
健
全

化
計
画
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

な
ど
の
議
論
が
さ
れ
て
い
る
が
、

住
民
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
た
め
、
地
方
一
般
財
源
総
額

の
確
保
や
31
年
度
以
降
の
地
方
税

財
源
の
充
実
確
保
を
求
め
て
い
く
。

31
年
度
以
降
の
税
制
改
正
で
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
に
鑑
み
、

消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
10
％
へ

の
引
上
げ
の
31
年
10
月
の
確
実
な

実
施
を
求
め
て
い
く
。
ま
た
、
引

上
げ
時
に
、
自
動
車
税
・
軽
自
動

車
税
の
環
境
性
能
割
の
導
入
を
求

め
る
。

自
動
車
の
保
有
に
係
る
税
負
担

の
軽
減
に
関
す
る
検
討
で
は
、
車

体
課
税
の
地
方
税
収
は
環
境
関
連

の
減
税
の
実
施
な
ど
に
よ
り
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
た
め
、
地
方
財

政
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、

代
替
財
源
の
確
保
を
要
望
す
る
。

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員

の
加
入
で
は
、
法
案
の
今
国
会
で

の
成
立
を
目
指
す
。

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
、
万

全
な
財
政
措
置
の
確
保
を
求
め
て

い
く
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然

災
害
に
対
す
る
防
災
・
減
災
対
策

の
充
実
強
化
を
求
め
て
い
く
。

総
務
省
の
研
究
会
か
ら
、
市
町

村
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
に
対

処
す
る
た
め
、
今
後
の
市
町
村
議

会
の
あ
り
方
の
基
本
的
な
方
向
性

を
示
す
報
告
書
が
出
さ
れ
た
。
首

長
と
議
会
が
望
ま
し
い
緊
張
関
係

を
保
つ
な
ど
の
観
点
等
か
ら
今
後

の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
拙
速
な

結
論
に
至
ら
な
い
よ
う
要
望
す
る

と
と
も
に
、
対
案
提
起
な
ど
、
建

設
的
な
議
論
に
参
画
し
て
い
く
。

第
9
回
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
担
当
大
臣
と
地
方
六
団
体
の

意
見
交
換
会
が
5
月
17
日
、
中
央

合
同
庁
舎
4
号
館
で
開
か
れ
た
。

本
会
か
ら
は
、山
田
一
仁
会
長（
札

幌
市
議
会
議
長
）
が
出
席
し
、
梶

山
弘
志
・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
担
当
大
臣
、
長
坂
康
正
・
内

閣
府
大
臣
政
務
官
ら
と
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、梶
山
大
臣
か
ら「
地

方
創
生
も
4
年
目
を
迎
え
、
若
者

の
雇
用
の
増
加
や
、
女
性
の
就
業

率
の
向
上
な
ど
一
定
の
成
果
も
み

ら
れ
る
。
一
方
で
人
口
規
模
の
小

さ
い
市
区
町
村
ほ
ど
人
口
減
少
の

傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
国
と
し

て
は
、
熱
意
あ
る
地
方
公
共
団
体

に
対
し
て
、
引
き
続
き
、
情
報
・

人
材
・
財
政
の
地
方
創
生
版
3
本

の
矢
に
よ
り
強
力
に
支
援
し
て
い

く
。
忌
憚
の
な
い
意
見
を
お
願
い

し
た
い
」
な
ど
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
地
方
六
団
体
を
代
表
し
、

上
田
清
司
・
全
国
知
事
会
会
長

（
埼
玉
県
知
事
）
か
ら
「
地
方
か

ら
中
央
に
人
が
集
ま
っ
て
い
る
状

勢
が
あ
る
。
地
方
に
ま
た
人
を
集

め
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
あ

る
が
、
や
り
遂
げ
て
い
る
小
さ
な

市
町
村
も
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
実
現
の

た
め
に
も
地
方
創
生
推
進
交
付
金

や
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
な

ど
は
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
で
、
理
解
さ
れ
た
い
」
な

ど
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
▽
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
基
本
方
針
2
0
1
8
の

策
定
▽
わ
く
わ
く
地
方
生
活
実
現

会
議
報
告
書
骨
子
（
案
）
▽
地
方

大
学
・
産
業
創
生
法
案
、
地
域
再

生
法
改
正
法
案
及
び
第
8
次
地
方

分
権
一
括
法
案
―
に
つ
い
て
事
務

局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

意
見
交
換
に
お
い
て
、
山
田
会

長
か
ら
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
政

府
関
係
機
関
の
移
転
、
外
国
人
技

能
実
習
制
度
に
つ
い
て
発
言
し
た

（
発
言
要
旨
は
左
掲
）
。

※
山
田
会
長
発
言
要
旨

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
。
北

海
道
を
例
に
と
る
と
、
札
幌
市
の

人
口
は
増
え
て
い
る
が
、
3
5
0

0
人
の
都
市
も
あ
る
。
地
方
創
生

で
、
札
幌
市
だ
け
で
は
な
く
北
海

道
全
体
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
交
通
体
系
の
整

備
を
し
な
い
と
、
若
い
人
が
地
方

に
住
ん
で
く
れ
な
い
。

北
海
道
は
特
に
広
い
こ
と
も
あ

り
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
高

速
道
路
も
あ
る
が
、
空
港
が
7
箇

所
あ
る
。
札
幌
市
に
あ
る
丘
珠
空

港
を
も
っ
と
活
用
し
、
道
内
の
他

の
空
港
と
結
ぶ
こ
と
で
、
地
方
が

も
っ
と
活
性
化
さ
れ
、
若
い
人
た

ち
が
地
元
に
住
み
、
働
け
る
。

医
療
も
同
様
で
あ
る
。
3
5
0

0
人
の
都
市
に
病
院
を
造
っ
て
も

運
営
は
厳
し
い
が
、
飛
行
機
で
あ

【
3
面
へ
続
く
】 意見交換会の模様

山
田
会
長

山山田田会会長長
イイ
ンン
フフ
ララ
整整
備備
にに
つつ
いい
てて
発発
言言

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
担
当
大
臣
と

地
方
六
団
体
の
意
見
交
換
会
で

梶
山
大
臣（
右
）、
左
は
長
坂
政
務
官
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合
区
の
早
期
解
消
を
要
請

れ
ば
医
師
が
日
帰
り
で
き
る
。

札
幌
市
も
地
方
創
生
の
事
業
で
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
成
果
が
少
し
ず
つ

表
れ
て
い
る
が
、
地
方
の
活
性
化

の
た
め
に
も
地
域
を
含
め
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
さ
れ
た
い
。

政
府
関
係
機
関
の
移
転
に
つ
い

て
。
消
滅
都
市
と
さ
れ
て
も
、
財

政
力
が
あ
り
、
よ
く
な
っ
て
き
て

い
る
都
市
も
あ
る
。
財
政
が
し
っ

か
り
す
れ
ば
小
さ
な
都
市
も
で
き

る
が
、
人
口
10
万
人
以
下
の
都
市

は
難
し
い
。
仕
事
が
あ
る
か
な
い

か
だ
と
思
う
。
政
府
関
係
機
関
の

地
方
移
転
の
話
が
あ
っ
た
が
、
聞

く
限
り
で
は
、
文
化
庁
以
外
移
転

し
て
い
な
い
。
仕
事
を
持
っ
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
が
変
わ
る

と
思
う
。
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く

の
か
。

外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
つ
い

て
。
わ
く
わ
く
地
方
生
活
実
現
会

議
報
告
書
骨
子
（
案
）
に
外
国
人

登
用
と
あ
る
。
社
会
福
祉
施
設
で

外
国
人
を
採
用
し
て
も
、
す
ぐ
に

日
本
で
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
る
。
日
本
語
の
資
格
審
査

が
厳
し
い
た
め
で
あ
る
。
日
本
語

は
そ
こ
そ
こ
話
せ
る
が
、
採
用
で

き
な
い
。
今
後
、
外
国
人
登
用
を

も
っ
と
緩
和
し
て
い
く
の
か
。

【
2
面
か
ら
続
く
】

二
階
自
民
党
幹
事
長
ら
に

本
会
な
ど
地
方
六
団
体
で
構
成

す
る
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会

は
、
5
月
30
日
、
参
議
院
選
挙
に

お
け
る
合
区
の
早
期
解
消
に
向
け

て
要
請
を
行
っ
た
（
要
請
内
容
は

2
0
4
9
号
1
面
の
「
合
区
の
早

期
解
消
促
進
大
会
―
大
会
ア
ピ
ー

ル
―
」
参
照
）
。

本
会
か
ら
は
山
田
一
仁
会
長

（
札
幌
市
議
会
議
長
）
と
下
村
佳

弘
副
会
長
（
鳥
取
市
議
会
議
長
）

が
参
加
し
、
▽
二
階
俊
博
・
自
由

民
主
党
幹
事
長
▽
石
田
祝
稔
・
公

明
党
政
務
調
査
会
長
▽
逢
坂
誠
二

・
立
憲
民
主
党
政
務
調
査
会
長
代

理
▽
大
塚
耕
平
・
国
民
民
主
党
共

同
代
表
―
ら
と
面
談
し
大
会
ア
ピ

ー
ル
文
を
手
交
の
上
、
要
請
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

※
年
の
表
記
が
な
い
も
の
は
30
年

▼
議

長

▽
香
芝

中
川
廣
美（
4
・
13
）

▽
天
草

古
賀
源
一
郎（
4
・
25
）

▽
四
万
十

宮
﨑

努（
4
・
26
）

▽
下
呂

今
井
政
嘉（
4
・
27
）

▽
那
須
烏
山

沼
田
邦
彦（
5
・
8
）

▽
春
日
井

加
納

満（
5
・
9
）

▽
愛
西

鷲
野
聰
明（
5
・
9
）

▽
小
野

前
田
光
教（
5
・
9
）

▽
大
和
高
田

泉
尾
安
廣（
5
・
9
）

▽
日
光

斎
藤
伸
幸（
5
・
10
）

▽
春
日
部

鬼
丸
裕
史（
5
・
10
）

▽
山
武

加
藤
忠
勝（
5
・
10
）

▽
大
垣

石
川
ま
さ
と（
5
・
10
）

▽
関

山
藤
鉦
彦（
5
・
10
）

▽
山
県

石
神

真（
5
・
10
）

▽
御
所

小
松
久
展（
5
・
10
）

▽
海
南

川
崎
一
樹（
5
・
10
）

▽
萩

横
山
秀
二（
5
・
10
）

▽
美
馬

川
西

仁（
5
・
10
）

▽
三
好

立
川
一
広（
5
・
10
）

▽
豊
川

野
本
逸
郎（
5
・
11
）

▽
安
城

野
場
慶
徳（
5
・
11
）

▽
常
滑

杉
江
繁
樹（
5
・
11
）

▽
熊
野

濱

重
明（
5
・
11
）

▽
高
山

溝
端
甚
一
郎（
5
・
11
）

▽
高
松

二
川
浩
三（
5
・
11
）

▽
土
佐

戸
田
宗
崇（
5
・
11
）

▽
帯
広

大
石
清
一（
5
・
14
）

▽
宮
古

古
舘
章
秀（
5
・
14
）

▽
瀬
戸

長
江
公
夫（
5
・
14
）

▽
大
東

水
落
康
一
郎（
5
・
14
）

▽
福
山

早
川
佳
行（
5
・
14
）

▽
山
口

坂
井
芳
浩（
5
・
14
）

▽
善
通
寺

大
平
達
城（
5
・
14
）

▽
小
郡

入
江
和
隆（
5
・
14
）

▽
宇
城

長
谷
誠
一（
5
・
14
）

▽
出
水

出
水
睦
雄（
5
・
14
）

▽
士
別

松
ヶ
平
哲
幸（
5
・
15
）

▽
能
代

渡
辺
優
子（
5
・
15
）

▽
に
か
ほ

佐
藤

元（
5
・
15
）

▽
砺
波

川
岸

勇（
5
・
15
）

▽
福
井

青
木
幹
雄（
5
・
15
）

▽
太
田

石
倉

稔（
5
・
15
）

▽
久
喜

上
條
哲
弘（
5
・
15
）

▽
豊
橋

藤
原
孝
夫（
5
・
15
）

▽
蒲
郡

伴

捷
文（
5
・
15
）

▽
豊
明

杉
浦
光
男（
5
・
15
）

▽
日
進

近
藤
ひ
ろ
き（
5
・
15
）

▽
北
名
古
屋

長
瀬
悟
康（
5
・
15
）

▽
長
久
手

川
合
保
生（
5
・
15
）

▽
鈴
鹿

水
谷

進（
5
・
15
）

▽
羽
島

山
田
紘
治（
5
・
15
）

▽
泉
大
津

林

哲
二（
5
・
15
）

▽
富
田
林

草
尾
勝
司（
5
・
15
）

▽
大
津

中
野
治
郎（
5
・
15
）

▽
相
生

吉
田
政
男（
5
・
15
）

▽
三
木

内
藤
博
史（
5
・
15
）

▽
臼
杵

大
嶋

薫（
5
・
15
）

▽
魚
津

石
倉

彰（
5
・
16
）

▽
下
野

秋
山
幸
男（
5
・
16
）

▽
沼
津

渡
部
一
二
実（
5
・
16
）

▽
富
士
宮

手
島
皓
二（
5
・
16
）

▽
半
田

嶋
崎
昌
弘（
5
・
16
）

▽
碧
南

沓
名

宏（
5
・
16
）

▽
豊
田

鈴
木

章（
5
・
16
）

▽
高
槻

福
井
浩
二（
5
・
16
）

▽
守
口

上
田

敦（
5
・
16
）

▽
寝
屋
川

板
東
敬
治（
5
・
16
）

▽
河
内
長
野

土
井

昭（
5
・
16
）

▽
門
真

佐
藤
親
太（
5
・
16
）

▽
明
石

穐
原
成
人（
5
・
16
）

▽
た
つ
の

角
田

勝（
5
・
16
）

▽
府
中（
広
島
）加藤

吉
秀（
5
・
16
）

▽
坂
出

大
前
寛
乗（
5
・
16
）

▽
西
予

酒
井
宇
之
吉（
5
・
16
）

▽
鹿
児
島

山
口
た
け
し（
5
・
16
）

▽
鹿
屋

宮
島
眞
一（
5
・
16
）

▽
八
幡
平

工
藤

剛（
5
・
17
）

▽
気
仙
沼

菅
原
清
喜（
5
・
17
）

▽
大
崎

佐
藤
和
好（
5
・
17
）

▽
池
田

前
田

敏（
5
・
17
）

▽
八
尾

田
中
久
夫（
5
・
17
）

▽
近
江
八
幡

園
田
新
一（
5
・
17
）

▽
世
田
谷

三
井
み
ほ
こ（
5
・
18
）

▽
杉
並

大
熊
昌
巳（
5
・
18
）

▽
名
古
屋

坂
野
公
壽（
5
・
18
）

▽
尾
張
旭

森

和
実（
5
・
18
）

▽
高
浜

鈴
木
勝
彦（
5
・
18
）

▽
岐
阜

信
田
朝
次（
5
・
18
）

▽
貝
塚

田
畑
庄
司（
5
・
18
）

▽
四
條
畷

渡
辺

裕（
5
・
18
）

▽
新
居
浜

真
木
増
次
郎（
5
・
18
）

▽
三
条

阿
部
銀
次
郎（
5
・
21
）

▽
伊
勢
崎

鈴
木
良
尚（
5
・
21
）

▽
一
宮

渡
辺
宣
之（
5
・
21
）

▽
藤
岡

反
町

清（
5
・
22
）

▽
四
日
市

竹
野
兼
主（
5
・
22
）

▽
目
黒

お
の
せ
康
裕（
5
・
23
）

▽
墨
田

瀧
澤
良
仁（
5
・
25
）

▽
江
東

佐
藤
信
夫（
5
・
25
）

▽
大
田（
東
京
）岸田

哲
治（
5
・
25
）

▽
日
高

大
川
戸
岩
夫（
5
・
25
）

▽
堺

山
口
典
子（
5
・
25
）

▽
高
石

古
賀
秀
敏（
5
・
25
）

▽
豊
島

磯

一
昭（
5
・
28
）

▽
鴻
巣

野
本
恵
司（
5
・
28
）

▽
浜
松

飯
田
末
夫（
5
・
28
）

▽
栗
東

上
田
忠
博（
5
・
28
）

▽
大
阪

⻆
谷
庄
一（
5
・
29
）

▽
荒
川

若
林
清
子（
5
・
30
）

▽
銚
子

地
下
誠
幸（
5
・
31
）

▽
越
谷

武
藤

智（
6
・
1
）

▽
島
田

大
石
節
雄（
6
・
1
）

▽
備
前

立
川

茂（
6
・
1
）

▽
松
山

清
水
宣
郎（
6
・
1
）

▽
尾
鷲

三
鬼
孝
之（
6
・
4
）

▽
京
丹
後

松
本
聖
司（
6
・
4
）

【
4
面
へ
続
く
】

議議
会会
人人
事事

二階自民党幹事長（左から4人目）
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【
3
面
か
ら
続
く
】

▽
姫
路

今
里
朱
美（
6
・
4
）

▽
吉
野
川

岸
田
益
雄（
6
・
4
）

▽
八
戸

五
戸
定
博（
6
・
5
）

▽
敦
賀

和
泉

明（
6
・
5
）

▼
副
議
長

▽
香
芝

中
山
武
彦（
4
・
13
）

▽
天
草

船
辺

修（
4
・
25
）

▽
四
万
十

安
岡

明（
4
・
26
）

▽
下
呂

一
木
良
一（
4
・
27
）

▽
仙
北

黒
沢
龍
己（
5
・
8
）

▽
伊
那

飯
島

進（
5
・
8
）

▽
那
須
烏
山

田
島
信
二（
5
・
8
）

▽
宮
崎

日
髙
貞
次（
5
・
8
）

▽
春
日
井

村
上
慎
二
郎（
5
・
9
）

▽
愛
西

杉
村
義
仁（
5
・
9
）

▽
小
野

河
島
三
奈（
5
・
9
）

▽
大
和
高
田

島
田
宗
彦（
5
・
9
）

▽
杵
築

二
宮
健
太
郎（
5
・
9
）

▽
延
岡

本
部
仁
俊（
5
・
9
）

▽
日
光

齋
藤
文
明（
5
・
10
）

▽
春
日
部

荒
木
洋
美（
5
・
10
）

▽
津
島

小
山
高
史（
5
・
10
）

▽
犬
山

柴
山
一
生（
5
・
10
）

▽
大
垣

田
中
孝
典（
5
・
10
）

▽
多
治
見

松
浦
利
実（
5
・
10
）

▽
関

鷲
見

勇（
5
・
10
）

▽
山
県

𠮷
田
茂
広（
5
・
10
）

▽
御
所

川
田
大
介（
5
・
10
）

▽
海
南

宮
本
憲
治（
5
・
10
）

▽
萩

斉
藤
眞
治（
5
・
10
）

▽
美
馬

林

茂（
5
・
10
）

▽
三
好

西
内
浩
真（
5
・
10
）

▽
藤
枝

大
石
保
幸（
5
・
11
）

▽
豊
川

鈴
木
義
章（
5
・
11
）

▽
安
城

大
屋
明
仁（
5
・
11
）

▽
常
滑

伊
奈
利
信（
5
・
11
）

▽
江
南

山
登
志
浩（
5
・
11
）

▽
熊
野

川
口

朋（
5
・
11
）

▽
高
山

岩
垣
和
彦（
5
・
11
）

▽
宇
陀

山
本
裕
樹（
5
・
11
）

▽
高
松

大
山
高
子（
5
・
11
）

▽
土
佐

大
森
陽
子（
5
・
11
）

▽
宮
古

工
藤
小
百
合（
5
・
14
）

▽
磐
田

寺
田
幹
根（
5
・
14
）

▽
瀬
戸

宮
薗
伸
仁（
5
・
14
）

▽
み
よ
し

山
内
勝
利（
5
・
14
）

▽
大
東

中
村
ゆ
う
子（
5
・
14
）

▽
大
阪
狭
山

北
村
栄
司（
5
・
14
）

▽
福
山

塚
本
裕
三（
5
・
14
）

▽
山
口

入
江
幸
江（
5
・
14
）

▽
善
通
寺

大
西
富
士
子（
5
・
14
）

▽
小
郡

佐
々
木
益
雄（
5
・
14
）

▽
宇
城

河
野
正
明（
5
・
14
）

▽
出
水

田
上
真
由
美（
5
・
14
）

▽
士
別

井
上
久
嗣（
5
・
15
）

▽
能
代

安
岡
明
雄（
5
・
15
）

▽
に
か
ほ

小
川
正
文（
5
・
15
）

▽
砺
波

川
辺
一
彦（
5
・
15
）

▽
福
井

谷
本
忠
士（
5
・
15
）

▽
太
田

星
野
一
広（
5
・
15
）

▽
久
喜

園
部
茂
雄（
5
・
15
）

▽
豊
橋

伊
藤
篤
哉（
5
・
15
）

▽
蒲
郡

稲
吉
郭
哲（
5
・
15
）

▽
豊
明

近
藤
郁
子（
5
・
15
）

▽
日
進

萩
野

勝（
5
・
15
）

▽
北
名
古
屋

大
野

厚（
5
・
15
）

▽
鈴
鹿

藪
田
啓
介（
5
・
15
）

▽
羽
島

堀

隆
和（
5
・
15
）

▽
富
田
林

西
川
宏
郎（
5
・
15
）

▽
大
津

桐
田
真
人（
5
・
15
）

▽
相
生

岩
崎

修（
5
・
15
）

▽
三
木

中
尾
司
郎（
5
・
15
）

▽
大
和
郡
山

福
田
浩
実（
5
・
15
）

▽
さ
ぬ
き

谷
木
静
雄（
5
・
15
）

▽
臼
杵

長
田
徳
行（
5
・
15
）

▽
魚
津

飛
世
悦
雄（
5
・
16
）

▽
下
野

石
田
陽
一（
5
・
16
）

▽
勝
浦

松
崎
栄
二（
5
・
16
）

▽
三
島

岡
田
美
喜
子（
5
・
16
）

▽
富
士
宮

望
月
芳
将（
5
・
16
）

▽
半
田

渡
邉
昭
司（
5
・
16
）

▽
碧
南

林
田

要（
5
・
16
）

▽
豊
田

太
田
博
康（
5
・
16
）

▽
高
槻

笹
内
和
志（
5
・
16
）

▽
守
口

池
嶋
一
夫（
5
・
16
）

▽
寝
屋
川

廣
岡
芳
樹（
5
・
16
）

▽
河
内
長
野

中
村
貴
子（
5
・
16
）

▽
門
真

武
田
朋
久（
5
・
16
）

▽
明
石

千
住
啓
介（
5
・
16
）

▽
た
つ
の

名
村
嘉
洋（
5
・
16
）

▽
府
中（
広
島
）

大
本
千
香
子（
5
・
16
）

▽
坂
出

若
谷
修
治（
5
・
16
）

▽
西
予

竹
﨑
幸
仁（
5
・
16
）

▽
鹿
児
島

森
山
き
よ
み（
5
・
16
）

▽
鹿
屋

岡
元
浩
一（
5
・
16
）

▽
八
幡
平

小
野
寺
昭
一（
5
・
17
）

▽
気
仙
沼

千
葉
慶
人（
5
・
17
）

▽
大
崎

氷
室
勝
好（
5
・
17
）

▽
横
須
賀

鈴
木
真
智
子（
5
・
17
）

▽
池
田

藤
原
美
知
子（
5
・
17
）

▽
八
尾

大
星
な
る
み（
5
・
17
）

▽
近
江
八
幡

中
田
幸
雄（
5
・
17
）

▽
杉
並

中
村
康
弘（
5
・
18
）

▽
名
古
屋

木
下

優（
5
・
18
）

▽
尾
張
旭

み
と
べ
茂
樹（
5
・
18
）

▽
高
浜

柳
沢
英
希（
5
・
18
）

▽
岐
阜

谷
藤
錦
司（
5
・
18
）

▽
貝
塚

松
波
謙
太（
5
・
18
）

▽
四
條
畷

大
矢
克
巳（
5
・
18
）

▽
新
居
浜

豊
田
康
志（
5
・
18
）

▽
中
津
川

三
浦
八
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